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＜病棟連絡事項＞
・なし

＜入室状況＞
【部屋移動】
・芦口　道則様～東Aユニット8号室→東Bユニット9号室
・白戸　聖浩様～東Aユニット9号室→東Aユニット10号室
・能登谷　秀明様～東Aユニット10号室→東Dユニット17号室
・加藤　清様～東合併症室→東Cユニット5号室
・中村　和夫様～東Dユニット17号室→東合併症室

【転出】
・山日　文様～東Cユニット5号室→南病棟117号室

＜患者様連絡事項＞
・芦口　道則様～臨時薬同内容で7日分処方。

・白戸　聖浩様～スマホ使用許可あり。

・鈴木　知子様～CDプレーヤー・イヤホン使用許可あり。電源コードはステーションで
預かり、電池を使ってもらってます。

[bookmark: _GoBack]・山本　嗣教様～発熱あり、IF発熱時カロナール追加、6回分処方あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中の迷惑行為頻回にて時間早めて開放観察終了。室内では奇声・自傷行為無く、静穏に過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・芦口　道則様～終日隔離中。各食全量摂取。服薬拒否無し。スタッフコール時には格子・壁叩きあるが、対応する事で落ち着く事は出来ている。対面時も不穏・興奮無く穏やか。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。06:00～18:00開放観察実施。開放中は他者の迷惑行為に反応して対象の患者様に注意する様子はあるが、不穏・自傷行為・他者トラブルは無く、ホールで過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・天摩　武志様～血糖測定には強い拒否、抵抗あるもそれ以外は入眠されている。全介助にて各食むせなく全量摂取されている。

・田名部　清一様～体温37℃前半で経過。「寒い」と訴えあり掛け物調整施行。傾眠傾向で鼾聞かれ時々10秒ほど無呼吸聞かれている。痰鳴あり適宜吸引施行。不調の訴えは無い。

・山本　嗣教様～午後より体温38.8℃の発熱ありクーリング施行。他バイタルサインの異常は無い。痰鳴あり適宜吸引施行。熱感や呼吸苦などの自覚症状は無い。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～排便に執着した訴えや被害妄想的な発言は目立たないが、他者を気にして余暇はほぼ自室にて過ごしている。家族からの定期的な差し入れは継続しているが、措置解除についての理解は得られていない。

＜新入院患者様情報＞
　日時：9月16日　21:55　
  　　氏名：白石　聖浩様
　生年月日：平成13年2月24日　23歳
  　　病名：うつ状態・人格障害疑い・自閉スペクトラム症疑い
　　　性別：男性
  　診察医：馬渡Dr.
　入院形態：任意入院
　　　病棟：東病棟Aユニット9号室

 ＜経過＞
　希死念慮を主訴として八戸市立市民病院救命救急センター受診。
同院紹介にて精神科救急当番の当院へ時間外受診となる。精神科
受診は今回が初診。
　以前より漠然とした希死念慮を抱いてはいたが、自身の収入や
家事・育児内容に関して妻様から責められるようになり、2週間
前から喜びの減退や胸部不快感を体感する様になる。数日前から
希死念慮が増強し始め、本日の受診に至ったとの事。
　患者様本人より入院同意が得られたため、R4.9.16　東Aユニット
9号室へ任意入院となる。

【緊急時】救急搬送
【洗濯】家族
【新型コロナワクチン】副作用が怖く未接種。接種希望なし。
【家族再来時対応】妻疲弊している。近日中に印鑑・入院時必要物品・スマホ充電器持参予定。家族返却書類・印鑑押す書類は、Aユニットステーションにあります。





